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四
月
五
月
の
動
向

三
月
十
七
日
(
日
)
昭
和
四
二
年
度
総
会

昭
和
四
十
三
一
年
度
役
員
選
出

尚
A
7
年
度
よ
り

一
年
度
を
一
月
よ
り
十
二

月
ま
で
の
暦
年
度
と
す
る
こ
と
に
決
定

会

長

儀

俄

政

夫

副

会

長

小

沢

敏

男

相

談

役

横

地

重

幸

事
務
局
長
稲
垣
友
則

副

小

林

久

雄川
田
春
旭

監

事

沖

公

夫

部
会
編
成
に
つ
い
て
は
従
来
の
総
務

・

企
画

・
厚
生
の
三
部
門
を
第
一
部
会
(

生
産
)
第
二
部
会
(
卸
)
第
三
部
会
(

小
売
)
の
コ
一
部
会
に
変
更

第

一
部
会
(
生
産
部
会
)

長

米

国

慶

副

安

藤

昭

二

第
二
部
会
(
卸
部
会
)

長

蔦

練

治

副

佐

川

昭

第
一二
部
会
(
小
売
部
会
)

長

清

水

武

敏

副

最

上

勇

15 

四
月
四
日
第
一
回
役
員
会

①
四
十
三
年
度
行
事
計
画

②

。

予

算

立

案

③
其
の
他
関
係
事
項
に
つ
き
討
議

6 43 

四
月
十
八
日
第
一
回
例
会
産
業
会
舘

は
四
十
二
年
度
決
算
に
つ
き
報
告

叩
四
十
三
年
度
予
算
並
び
に
行
事
計
画 局

だ

よ

り

に
つ
き
審
議

叩
事
務
局
提
案
事
項
に
つ
き
討
議

ほ
三
部
会
別
に
よ
る
各
種
話
合
い

五

月

九

日

第

二

回

役

員

会

日
五
月
例
会
に
つ
い
て

五
月
例
会
は
小
売
部
会
が
担
当

④
ゲ
ス
ト
の
招
へ
い
ー

。
ス
ー
パ
ー
攻
勢
に
対
す
る
処
見
及
び

対
策
等

の
五
分
間
ス
ピ
ー
チ
の
実
行

@
各
部
門
の
積
極
的
活
動

@
新
入
会
員
の
開
拓

五
月

二

十

日

第

二

回

例

会

産

業
会
舘

小
林
副
事
務
局
長
よ
り
役
員
会
の
市
合

せ
事
項
に
つ
き
説
明

役
員
会
に
お
い
て
決
定
し
た
商
工
会
議

所
小
杉
専
務
理
事
の
招
へ
い
は
同
氏
が

出
張
の
為
後
日
に
延
期
す
る
事
に
つ
い

て
会
員
の
諒
解
を
得
た

五
分
間
ス
ピ

ー
チ
・
:
米
回
生
産
部
長

事
業
内
訓
練
に
つ
い
て

清
水
小
売
部
長
の
研
究
資
料
の
発
展

小
売
庖
対
ス
ー
パ

ー
マ
ケ
ッ
ト
反
対

デ
パ
ー
ト
の
現
状
に
つ
い
て
等
に
付

五
分
間
ス
ピ
ー
チ
担
当
予
定

六

月

卸

部

会

七

月

小

売

部

会

九

月

生

産

部

会

十

月

卸

部

会

十
一
月
生
産
部
会

(
尚
八
月
は
家
族
同
伴
リ
ク
レ
1

シ
ョ
ン

十
二
月
は
向
。
く
家
族
同
伴
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
を
実
施
す
る
事
に
決

定
し
ま
し
た
事
附
記
し
ま
す
)

あ
る
、
セ

、、、

十
月
十
六
日
十
七
日
の
二
日
間
、
久
方

振
り
に
経
営
者
ゼ
ミ
ナ
i
に
出
席
し
ま
し

た
。
ご
れ
は
セ
ン
ト
ラ
ル
硝
子
株
式
会
社

が
本
年
か
ら
試
み
た
ゼ
ミ
ナ

I
の
第

一
回

目
で
年
に
二
回
行
な
う
予
定
と
な
っ
て
居

り
ま
す
。

私
は
ご
れ
迄
数
回
ゼ
ミ
ナ
i
に
出
席
し

て
居
る
が
、
正
直
の
処
、
参
考
に
な
る
事

が
少
い
の
で
、
今
回
も
気
乗
簿
で
出
席
し

た
わ
け
だ
が
、
今
迄
の
と
違
っ
て
大
い
に

参
考
に
な
っ
た
の
で
此
処
に
記
し
た
次
第

で
す
。
先
ず
最
初
に
「
売
る
」
商
売
で
あ

る
以
上
、
銭
の
あ
る
客
に
必
要
で
な
い
物

を
必
要
と
思
わ
せ
る
事
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
層
ち
「
販
売
」
と
は

①
知
ら
せ
る
②
印
象
づ
け
る
③
買
わ
せ
る

④
買
い
続
け
芯
せ
る
⑤
余
分
な
物
迄
買
わ

せ
る
。
要
は
販
売
員
と
販
売
商
品
を
お
客

に
惚
れ
さ
せ
る
事
で
あ
る
。
儲
け
る
事
は

信
者
を
作
る
事
で
あ
り
ま
す
。

併
し
な
が
ら
売
上
金
額
の
上
昇
の
み
に

捉
わ
れ
て
付
加
価
値
(
荒
利
益
)
の
確
保

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
で
す

昭
和
四
十
一
年
度
の
一
人
一
ヶ
月
の
付
加

価
値
は
九
万
円
で
し
た
が
、
四
十
二
年
度

に
於
き
ま
し
で
は
物
価
の
上
昇
、
経
費
の

橋
大
の
理
白
に
よ
り
月
十
二
万
の
絶
対
的

付
加
価
値
が
必
要
と
一
言
っ
て
ま
す
。
こ
れ

以
下
で
は
企
業
の
安
定
性
が
無
い
と
一言
わ

れ
て
居
り
ま
す
。
此
の
た
め
に
マ
ン
ネ

リ
化
の
排
除
に
努
力
す
べ
き
で
す
。
人
間

、¥

ナ

ー

よ

り

手

キ本

俊

夫

は
マ
ン
ネ
リ
化
す
る
と
出
来
な
い
条
件
に

ば
か
り
捉
わ
れ
過
ぎ
易
い
も
の
で
す
。

屈
で
も
会
社
で
も
機
関
車
の
み
が
動
く

従
来
の
急
行
列
車
で
な
く
新
幹
線
「
光
」

の
よ
う
に
各
車
/
¥
が
エ
ン
デ
ン
か
か
り

あ
の
ス
ピ
ー
ド
が
出
る
事
に
想
を
致
す
こ

と
で
す
。
社
長

・
庖
主
の
参
能
持
代
は
既

に
終
っ
た
筈
で
す
。
最
も
合
理
的
な
人
事

管
理
・
商
品
管
理
を
行
う
事
に
努
力
し
、

販
売
技
術
の
向
上
を
期
す
べ
き
で
あ
り
ま

す
。
亦
極
言
で
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

売
掛
金
を
引
っ
か
〉
る
も
の
が
馬
鹿
で
、

引
っ
か
け
る
方
が
倒
口
と
言
わ
れ
て
ま
す

が
、
大
い
に
考
え
で
見
る
言
葉
と
思
い
ま

す
。
社
員

・
庖
員
の
多
く
が
作
業
(
責
任

の
み
)
ば
か
り
出
来
で
、
一

歩
進
ん
だ
仕

事
(
責
任
十
権
限
)
が
出
来
な
い
よ
う
で

は
権
限
の
委
任
も
出
来
な
い
よ
う
に
な
り

ま
す
。
従
業
員
諸
君
も
白
か
ら
進
ん
で
山

己
の
能
力
開
発
に
努
力
し
、
最
大
の
権
限

と
、
良
く
利
益
を
上
げ
て
高
い
報
酬
を
得

る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
「
辛
い
」
と
言
う

?
に
一
本
心
棒
を
通
す
と
「
幸
」
と
言
う

字
に
な
り
ま
す
。
初
か
ら
「
幸
い
」
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ボ
ン
ド
切
下
げ
、
公
定
歩
合

の
引
上
等
益
々
複
雑
な
社
会
と
、
企
業
戦

争
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
今
後
に
対
し
て

絶
対
に
勝
ち
抜
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最

後
に
玉
田
講
師
は
自
分
の
座
右
の
銘
を
私

に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。



断

欠

勤

は

企

業

i
中
高
年
の
能
力
低
下
を
点
検

l

(2) 

金正

われ等は郷土を愛し仕事に徹し人と和す

企
業
発
展
を
阻
害
す
る
ブ
レ
ー
キ
を
厳

格
に
点
検
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
対
象

と
す
る
五
項
目
を
挙
げ
る
。

①
四
十
歳
を
超
え
能
力
の
低
下
し
て
い

る
者②

三
十
歳
前
後
で
家
事
の
為
勤
務
状
態

が
悪
く
な
っ
て
い
る
者
。

③
若
年
層
で
無
断
欠
勤
す
る
者
。

④
年
令
に
か
か
わ
ら
ず
被
害
妄
想
す
る

者。
@
社
外
交
際
に
反
会
社
的
言
行
の
あ
る

者。
四
十
歳
を
超
え
る
と
十
人
中
八
人
ま
で

は
本
人
の
三
十
歳
台
の
能
力
よ
り
も
劣
っ

て
く
る
。
と
く
に
経
営
者
的
な
考
え
方
を

持
た
ぬ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
根
性
の
者
は
、
そ

の
幣
害
は
大
き
い
。
経
営
者
は
自
分
は
六

十
歳
で
も
:
:
:
:
・
と
思
っ
て
、
そ
れ
を
期

待
し
て
い
る
向
き
も
あ
る
が
、
先
ず
四
十

歳
定
年
の
つ
も
り
で
点
検
し
直
さ
な
い
と

大
変
な
こ
と
に
な
る
。
エ
ン
ジ
ン
の
点
火

を
悪
く
し
て
い
る
カ
ー
ボ
ン
的
存
在
が
予

想
外
に
多
い
も
の
で
あ
る
。

次
は
三
十
歳
前
後
に
多
い
過
度
の
マ
イ

ホ
ー
ム
族
で
あ
る
。
欠
勤
・
遅
刻
・
早
退

が
多
く
、
探
悔
}
刑
務
で
残
業
す
る
こ
と
や

け
を
つ
け
て
い
る
。
た
い
て
い
は
妻
君
に

行
動
を
支
配
さ
れ
て
い
る
。
万
年
平
社
員

の

敵

横

地

幸

重

無
断
欠
勤
は
企
業
の
敵
で
あ
り
管
理
不
在

の
証
明
で
あ
る
。

被
害
妄
想
す
る
者
。
エ
ゴ
イ
ス
ト
で
実

力
が
な
く
、
常
に
上
司
や
先
輩
社
員
が
自

分
を
批
判
し
て
い
る
と
か
、
上
司
に
告
げ

口
を
さ
れ
る
ー
な
ど
と
気
に
か
け
て
い
る

小
心
者
だ
け
に
陰
に
回
っ
て
ブ
レ
ー
キ
作

用
を
働
く
。
年
功
を
積
む
程
に
幣
害
は
大

き
く
な
る
。

第
五
番
目
は
不
平
分
子
の
一
穫
で
、
そ

の
は
け
口
を
社
外
に
求
め
、
そ
こ
で
会
社

批
判
や
虚
勢
を
張
る
。
実
情
を
少
し
で
も

知
っ
て
い
る
者
が
聞
け
ば
ナ
ン
セ
ン
ス
な

ご
と
だ
が
、
な
に
も
知
ら
ぬ
社
外
の
人
は

『
火
気
の
な
い
所
に
煙
は
:
・
:
:
』
と

思
い
込
む
か
ら
、
会
社
に
と
っ
で
は
思
わ

ぬ
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
く
。

以
上
の
ブ
レ
ー
キ
に
よ
る
被
害
を
受
け

な
い
た
め
に
は
予
防
と
早
期
発
見
が
必
要

だ
が
、
情
報
が
ト
ッ
プ
に
ま
で
上
達
さ
れ

ず
、
し
か
も
的
確
な
措
置
を
と
る
こ
と
な

く
野
放
し
に
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
会

社
幹
部
は
ブ
レ
ー
キ
の
再
度
検
を
急
ぐ
べ

き
で
あ
る
。

早
出
の
用
に
役
立
た
な
い
。
妻
君
の
頭
痛

程
度
で
も
理
由
を
つ
け
て
欠
勤
す
る
。
子

供
が
出
来
る
と
更
に
そ
の
傾
向
が
強
ま
り

会
社
の
仕
事
は
最
小
限
の
努
力
で
格
好
だ

タ
イ
プ
で
不
平
分
子
に
な
り
さ
が
る
。

さ
ら
に
若
い
層
で
は
無
断
欠
勤
を
繰
り

返
す
者
が
い
る
。
若
年
労
働
力
の
不
足
か

ら
甘
や
か
し
政
策
を
と
っ
て
い
る
企
業
に

多
い
が
、
繁
栄
企
業
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
な
い
。
無
断
欠
勤
を
重
ね
る
者
が
在
勤

し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
ら
、
そ
の
会
社
の

前
途
は
期
待
出
来
な
い

l
と
断
言
で
き
る

カ
τ公安

"* τた

履

物

と

ビ

jレ

の

食
物
は
す
べ
て
体
内
で
燃
え
て
熱
を
出

す
。
こ
の
熱
が
、
人
間
生
存
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
な
っ
て

い
る
。
燃
え
る
と
い
っ
て
も

埋
を
上
げ
て
燃
え
る
の
で
は
な
い
。
体
温

の
範
囲
内
で
、
そ
ろ
そ
ろ
竣
化
し
で
燃
え

る
の
で
す
。

1
グ
ラ
ム
あ
た
り
の
熱
量
は

脂
肪
が

9
カ
ロ
リ
ー
-
蛋
白
質
と
澱
粉
が

4
カ
ロ
リ
ー
。
と
こ
ろ
が
ア
ル
コ
ー
ル
は

7
カ
ロ
リ
ー
、
蛋
白
質
や
澱
粉
に
く
ら
べ

て
約
2
倍
で
す
。

試
み
に
ア
ル
コ
ー
ル
の
カ
ロ
リ
ー
を
米

飯
で
計
算
し
て
み
る
と
ピ

i
ル
一
本
は
米

ー--I...-

ノ¥

十

年

佐

藤

--'-
ノ¥

fi~ 

父
が
営
業
を
始
め
で
よ
り
今
年
で
六
十
一
っ
た
か
ら
と
考
え
る
。
今
は
違
う
。
親
の

年
に
な
る
。
只
一
筋
に
履
物
と
取
組
ん
で
一
遺
業
を
称
え
更
に
一
歩
前
進
せ
ん
と
。
商

い
る
が
、
時
代
の
流
れ
で
靴
を
あ
つ
か
っ
-
売
を
通
じ
て
女
の
人
を
美
し
く
す
る
事
に

て
か
ら
七
年
位
に
な
っ
た
。
其
の
陶
い
ろ
一
楽
し
み
を
み
つ
け
て
勉
強
し
て
い
る
。

い
ろ
な
事
が
あ
っ
た
が
、
十
三
年
前
の
事
一
春
靴
の
見
本
市
に
で
気
が
つ
い
た
事
で

で
あ
る
。
ダ
ル
マ
は
面
壁
八
年
、
ま
る
八
一
あ
る
。
い
と
も
珍
妙
な
靴
が
氾
ら
ん
し
で

は
下
駄
と
五
十
年
と
看
板
を
か
J

げ
で
い
一
い
る
事
だ
。
色
は
い
ろ
/
¥
と
あ
り
一
体

た
ら
、
通
学
途
中
の
小
学
生
が
友
達
と
話
一
誰
が
履
く
の
か
と
思
う
よ
う
な
靴
の
種
類

話
し
を
し
て
い
る
事
が
聞
え
て
来
た
。
こ
一
で
あ
る
。
今
迄
に
も
経
験
し
て
来
た
に
も

こ
の
庖
が
五
十
年
に
な
る
だ
と
。
さ
っ
ぱ
一
拘
わ
ら
ず
、
と
て
も
流
行
の
変
化
に
は
つ

り
大
き
く
な
ら
な
い
な
と
。
私
は
な
る
程
一
い
て
ゆ
け
な
い
と
言
う
の
は
不
勉
強
の
せ

と
恥
か
し
い
気
持
で
看
板
を
は
ず
し
た
。
一
い
で
あ
ろ
う
か
。
初
め
か
ら
諦
め
て
は
流

そ
の
頃
は
商
売
に
余
り
熱
が
は
い
っ
て
い
一
行
品
の
ト
ッ
プ
を
行
く
靴
屋
商
売
な
ん
か

な
か
っ
た
か
ら
か
、
自
分
に
信
念
が
な
か
一
出
来
っ
こ
な
い
。
勉
強
し
よ
う
。
流
行
を 栄

養

価
T 

生

S 

飯
1
杯
に
あ
た
る
。
し
か
も
ア
ル
コ
ー
ル

は
食
物
よ
り
吸
収
が
早
い
。
そ
し
て
ピ

i

ル
の
栄
養
価
が
高
い
こ
と
は
有
名
で
あ
る

麦
芽
糖
・
ぶ
ど
う
糖
・
ミ
ネ
ラ
ル
類
・
ビ

タ
ミ
ン

B
2
・
B
2

な
ど
各
種
の
栄
養
分

を
豊
か
に
含
有
し
て
い
る
。
仕
事
の
あ
と

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
が
減
法
ト
7
ま
い
の
は
、

ち
ゃ
ん
と
ワ
ケ
が
あ
る
の
で
す
。

大
い
に
サ
y

ポ
ロ
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
英
気

を
養
い
仕
事
に
徹
し
て
下
さ
い
。

(ピ

l
ル
待
集
よ
り
)

理
解
し
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
、
と
女
性

の
週
刊
誌
雑
誌
な
ん
で
も
お
客
の
主
流
若

者
た
ち
十
代
二
十
代
の
考
え
方
・
ム
ー
ド

も
必
要
の
智
恵
と
し
て
吸
収
し
よ
う
。
子

供
物
は
マ
ン
ガ
、
こ
れ
も
大
変
だ
。
実
に

種
類
が
多
い
。
一
番
人
気
の
あ
る
マ
ン
ガ

を
ピ
タ
リ
と
探
さ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
人

気
の
な
い
マ
ン
ガ
は

一
顧
も
さ
れ
ぬ
の
で

あ
る
。若

い
年
代
層
の
動
向
を
知
る
こ
と
の

一

番
近
道
は
週
刊
誌
に
目
を
通
す
事
か
ら
初

ま
る
。
色
彩
学
・
心
理
学
・
経
営
学
勉
強

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
が
際
限
な
く
あ
る

皆
こ
れ
売
上
増
進
に
つ
な
が
る
事
と
想
う

の
で
、
若
い
気
持
を
持
ち
や
る
気
が
あ
れ

ば
出
来
る
は
ず
。

古
き
革
袋
に
新
し
い
酒
を
盛
る
。
こ
ん
な

諺
の
様
に
や
っ
て
い
く
気
持
で
す
。



酒

と

女

と

最
初
の

一
杯
は
健
康
の
た
め
、

二
杯
日
は

喜
び
の
た
め
、
三
杯
目
は
恥
辱
の
た
め
、

四
杯
目
は
狂
気
の
た
め
l
l
1
(
一
一
日
酔
の

朝
)

四

十

歳

と

北

織

女

※
 

四
十
ま
で
は
女
が
暖
め
で
く
れ
る
。
四
十

か
ら
後
は
一
杯
の
酒
が
、
そ
の
後
は
|
|

(品
川
ア
ン
カ
が
あ
る
さ
)

H

あ
す
な
ろ
定
例
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
H

一、

ゲ
ス
ト
制

最
も
無
難
な
方
式
。
会
の
目
的
に
も
か

な
っ
て
居
る
が
ネ
タ
切
れ
が
悩
み
の
タ
ネ

長
所
司
会
者
は
ラ
ク
で
す

欠
点

マ
ン
ネ
リ
の
傾
向
。
時
聞
が
不

足
。
眠
た
く
な
り
ま
す
。

二
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
制

パ
ネ
ル
式
で
も
良
い
が
今
後
は
経
済
・

時
事
・
社
会
面
等
そ
の
時
々
の
ト
y
プ

ニ
ュ

ー
ス
に
つ
き
弁
護
・
検
察
・
・
裁
判

官
制
に
し
で
討
論
す
る
。

長
所
各
自
が
よ
く
勉
強
す
る
様
に
な

る。

欠
点
時
間
切
れ
の
心
配
あ
り
。

出
席
率
悪
く
な
る
?

=
一
、
フ
リ
l
ト
i
キ
ン
グ
制

だ
れ
で
も
何
で
も
五
ト
十
分
位
づ
、
好

き
な
事
を
言
い
い
度
い
放
題
、
ダ
ベ

y

て

チ
ョ
ン

長
所
出
席
率
向
上
す
る
か
?
ス
ト

レ
ス
解
消
に
如
何
?

欠
点
ピ
ン
ボ
ケ
。
司
会
者
苦
労
す

る。

四
、
ノ
ミ
、
不
l
シ
ョ
ン
制

パ
い
わ
ゆ
る
御
指
名
制
日
当
支
給
の
要

あ
り
、
予
定
議
題
制
を
と
る

0

・長
所
ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
志

す
者
。
意
見
の
発
表
強
心
臓
の

育
成
、
対
話
の
心
得
等
、
絶
好

の
練
成
場

欠
点
出
席
率
が
心
配
デ
ス
。

五
、
ア
ク
シ
ョ
ン
制

理
解
よ
り
行
動
。
そ
ろ
/
¥
脱
皮
し
て

も
良
い
時
期
か
?

長

所

マ

ン

ネ

リ
打
破

欠
点
当
く
ら
ぶ
の
目
的
か
ら
逸
脱
す

る
の
で
具
体
的
に
検
討
の
要
あ

n
ノ。

四
三
・
三
・
五

民

間

T 

V 

放

本
道
で
三
番
目
の
民
放
テ
・
レ
ピ
で
あ
る

北
海
道
テ
レ
ビ
放
送

(H
T
B
)
が
本
年

十

一
月
中
に
本
放
送
を
始
め
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
過
日

H
B
C
釧
路
放
送
局
長
を

ゲ
ス
ト
に
迎
た
会
合
が
あ
り
こ
の
時
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
チ
で
此
の
第
三
番
目
の
民
放
に

対
し
新
規
申
込
の
道
内
民
開
放
送
社
は
七

社
あ
り
、
こ
れ
を

一
所
に
ま
と
め
る
と
言

う
話
で
、
政
界
・
経
済
界

・
マ
ス
コ
ミ
界

等
の
協
力
で
な
ん
と
か
成
立
し
た
の
が
、

こ
の

H
T
B
局
で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
電
波
U
H
F
(
極
超
短
波
)
を

使
用
し
釧
路
局
は
=
一九
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放

j度

送
音日

政

ま佳

映
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
に
は
現
在
使

用
の
テ
レ
ビ
に
ア
ダ
ブ
ダ
と
一言
う
物
を
取

付
け
る
と
見
る
事
が
出
来
ま
す
。

民
間
放
送
局
は
昭
和
二
十
五
年
N
H
K

が
大
き
な
ス
ト
を
や
っ
た
時
に
米
駐
留
軍

が
報
導
機
闘
が
ス
ト
を
や
る
と
は
、
け
し

か
ら
ん
と
言
う
事
で
米
軍
お
声
が
か
り
で

生
ま
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
ス
ポ
ン
サ
ー
料
で
す
が
、
例
の
真

田
幸
村
と
言
う
連
続
物
の
ス
ポ
ン
サ
ー
料

は

一
個
人
の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
あ
り

一

年
間
実
に
六
億
五
千
万
円
と
言
う
事
で
あ

る'。

住

む

た

め

一
四
十
才
に
な
っ
た
女
房
は
紙
幣
の
両
替
と
一

一
同
様
に
男
は
そ
の
女
を
二
十
才
の
女
ふ
た

一
り
と
交
換
出
来
る
|
|
(
オ
カ
ア
チ
ャ
ン

一
こ
れ
冗
談
ヨ
ウ
)

※

一

※

酒
は
恋
を
や
し
な
う
ミ
ル
ク
で
あ
る
|
|
一四
十
才
は
青
春
の
老
年
で
あ
り
、
五
十
才

(

別

名

パ

パ

ミ

ル

ク

)

一

は

老

年

の

青

春

で

あ

る

一l
l
(
ァ
、
青
春

※

一

よ

再

び

)

す

一

大

酒

呑

み

が

酒

を

飲

ん

で

し

ま

う

。

酒

は

一

※

和
一
そ
の
と
き
初
め
て
酒
呑
み
に
復
す
る
。
一
利
口
に
な
る
に
も
ス
ピ

ー
ド
が
肝
心
。
固

と
一

l
(コ
ワ

イ

/

¥

)

一

十

才

の

馬

鹿

は

本

物

の

馬

鹿

だ

l
l
(ウ

J
一

※

丁
ン
ホ
ン
ト
ダ
)

臥
一

三
年
間
酒
を
飲
め
、
金
が
な
く
な
る
。

三

一

※

〕
乙
一
年
間
酒
を
飲
ま
な
い
で
み
よ
う
。
そ
れ
で
一
人
生
の
初
め
の
四
十
年
は
本
文
で
あ
る
。

劃
一
も
金
は
な
く
な
る
|
(
酒
の
七
不
思
議
)
一
あ
と
の
三
十
年
は
注
釈
で
あ
る
|
|
(
ワ

仕

一

※

カ

ル

ワ

)

し
一
飲
め
ば
死
ぬ
。
飲
ま
な
く
て
も
死
ぬ

l
|

愛
一
(
飲
ん
だ
だ
け
得
ワ
)

世

ぺ

-

※

杭
一
女
は
十
九
才
で
天
使
、
十
五
才
で
聖
者
、

副
一
四
十
才
で
悪
魔
、
八
十
才
で
魔
女
|
|

等
一
(
三
十
三
才
が
最
良
で
す
。
ォ
ワ
カ
リ
カ

れ
一
ナ
ワ
)

わ

一

※

川川一

四
十
才
を
過
ぎ
た
男
は
す
べ
で
悪
党
で
あ

れ
い
-
る
1
1
1
(ザ
マ

l
ミ
ロ
ー
グ
)

ど
ん
な
素
晴
し
い
材
料
を
使
用
し
て
も

又
ど
ん
な
ご
て
/
¥
し
た
設
計
を
し
て
を

つ
で
も
、
住
ん
で
い
で
、
疲
れ
を
感
じ
た

り
、
何
か
落
着
き
を
失
う
様
な
も
の
は
、

精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
、
毒
で
あ
る
と

い
っ
て
も
よ
い
。

あ
っ
さ
り
し
た
、
そ
し
て
ゆ
っ
た
り
し

た
設
計
が
、
住
む
人
の
人
間
性
を
豊
か
に

し
、
落
着
い
た
生
活
態
度
を
、
洗
練
し
て

ゆ
く
事
で
あ
る
と
思
う
。

ラ
ワ
ン
合
板
だ
と
か
、

耐
火
ボ
l
ド
は
安

H 

の

家K 

生

物
で
あ
る
と
、
卑
下
す
る
こ
と
は
、
間
違

っ
て
い
る
。
合
板
は
合
板
と
し
て
素
晴
し

い
良
さ
は
あ
る
し
、
ボ
ー
ド
は
ボ
i
ド
と

し
て
の
良
さ
が
あ
り
、
そ
の
良
さ
を
上
手

に
利
用
し
て
こ
そ
、
ど
ん
な
装
飾
的
木
材

建
築
よ
り
も
む
し
ろ
、
劣
ら
ぬ
美
し
さ
を

持
っ
て
い
る
。
た
J

つ
ま
ら
ぬ
、
見
せ
か

け
の
も
の
に
心
を
奪
わ
れ
て
、
無
関
心
で

あ
る
な
ら
、
家
な
ん
か
建
て
ぬ
方
が
よ
い

建
築
材
料
屋
で
あ
る
私
が
、
こ
ん
な
白

論
を
は
い
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。



われ等は郷土を愛し仕事に徹し人と和す (4)

会

長

「
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
し
て
か

ら
七
年
目
を
迎
え
、
此
の
意
義
あ
る
年
に

会
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
お
引
受
は
致
し
た
も

の
弘
、
考
え
て
見
る
に
、
そ
の
責
任
の
重

大
な
る
を
、
浅
学
非
才
を
も
返
り
見
ず
に

よ
く
引
受
け
た
も
の
と
誠
に
汗
顔
の
い
た

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

歴
代
の
会
長
が
人
格
、
手
腕
と
も
に
立

派
な
名
会
長
だ
っ
た
の
で
私
と
し
で
は
其

の
功
績
を
け
が
さ
な
い
よ
う
に
、
又
よ
り

良
い
会
に
発
展
さ
せ
る
為
、

一
生
懸
命
頑

張
る
覚
悟
で
お
り
ま
す
。
幸
に
副
会
長
を

始
め
、
事
務
局
長
、
各
役
員
の
方
々
も
ベ

テ
ラ
ン
が
そ
ろ
っ
て
居
ら
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
点
力
強
く
感
じ
で
居
り
ま
す
。

我
が
ク
ラ
ブ
も
昭
和
三
十
七
年
二
月
十

八
日
わ
ず
か
十
九
名
の
会
員
に
で
発
足
し

最
初
は
あ
ま
り
に
小
さ
く
、
又
聞
馴
れ
な

い
名
前
の
会
で
あ
り
、

一
部
の
人
方
よ

り
い
っ
迄
続
く
の
か
と
思
わ
れ
乍
ら
、
こ

こ
に
七
年
目
を
迎
え
、
あ
す
な
ろ
も
立
派

な
大
木
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
ど
う
や

ら
、
悶
に
も
嵐
に
も
負
け
な
い
丈
夫
な
根

が
は
え
、

一
人
前
の
木
に
生
長
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
さ
で
今
後
は
い
か
に
し
て
こ

の
木
に
花
を
咲
か
せ
、
実
を
な
ら
せ
る
か

に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な
い
大
事
な
秋
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
て
そ
れ
で
は
会
の

運
営
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
と
深
く
考
え
さ
J

せ
ら
れ
ま
す
。
昨
年
も
あ
る
会
員
か
ら
御

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
沈
滞
ム

l
ド
・
マ

ン
ネ
リ
化
・
機
能
マ
ヒ
症
を
何
と
か
早
く

↑義

夫

俄

政

治
療
し
で
会
本
来
の
目
的
に
向
っ
て
遁
進

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
頃
は
内
外
と
も
に
多
事
多
難
の
時
、

国
際
輸
入
関
税
問
題
や
、
ポ
ン
ド
切
下
げ

・
ド
ル
防
衛
・
金
準
備
問
題
等
で
園
内
的

に
は
景
気
過
熱
で
対
外
関
係
対
処
の
た
め

金
融
引
締
め
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
影
響
は

わ
れ
わ
れ
中
小
企
業
に
も
お
よ
ん
で
、
み

じ
か
に
倒
産
が
多
く
発
生
し
て
お
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
と
き
、
吾
々
の
研
修
努
力
は

一
一層
望
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

毎
回
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
出
席
率
の
向
上

・
開
会
自
の
問
題
等
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

し
ょ
う
が
、
な
ん
と
か
会
員
の
皆
様
が
よ

り
多
く
出
席
出
来
る
様
、
い
な
、
万
障
く

り
合
せ
て
出
席
し
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力

ム
l
ド
を
如
何
に
し
て
つ
く
り
あ
げ
る
か

?
、
会
本
来
の
目
的
で
あ
る
研
修
を
通
じ

例
会
を
楽
し
く
、
日
一
又
有
意
義
な
も
の
に

も
つ
で
ゆ
く
か
、
い
ろ
/
¥
問
題
は
あ
り

ま
し
ょ
う
が
、
全
員
が
協
力
し
あ
っ
て
、

解
決
す
る
機
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
、
本
年
よ
り
採
り
い
れ
た
、
工
業
・
卸

・
小
売
の
専
門
三
都
会
が
、
部
会
活
動
を

通
じ
、
各
々
の
グ
ル
ー
プ
の
ま
と
ま
り
を

強
め
、
各
部
各
臣
、
共
通
の
悩
み
な
り
、

問
題
点
を
大
い
に
討
議
し
、
研
究
し
あ
い

相
談
し
あ
っ
で
、
お
互
の
企
業
の
発
展
を

は
か
り
、
よ
り

一一層
の
親
建
を
深
め
て
い

た
J

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
あ
す
な
ろ
一
私
も
ク
ラ
ブ
に
入
る
迄

は
あ
ま
り
聞
馴
れ
な
い
一
言
葉
で
あ
り
、
又

あ
す
な
ろ
と
い
う
木
も
見
た
事
が
あ
り
ま
一
し
く
、
何
年
も
尋
ね
/
¥
た
人
に
会
っ
た
十
母
親

せ
ん
で
し
た
。

一
よ
う
な
気
侍
に
な
り
、
う
れ
し
か
っ
た
で

一
O
月

O
日

此
の
度
、
研
修
会
が
あ
り
神
奈
川
県
国
亙
す
。

一

世
界
の
平
和
を
唱
え
、

人
類
最
高
の
使

津
の
富
士
電
機
中
央
研
修
所
に
宿
泊
の
お
一
是
非
苗
木
の
一
本
を
と
も
思
い
ま
し
た
が

一
命

を

皐
u
、
疲
れ
切
っ
た
山
原
水
爆
反
対
h

り
、
休
憩
↓
時
埼
問
に
研
修
一
所
附
の
庭
亭
必

と
き
「
あ
す
な
ろ
」
の
木
を
見
る
事
が
出
一
て
ま
い
り
、
わ
が
家
の
庭
に
植
え
て
育
で

一
で
い
ね
む
り
し
な
が
ら
す
わ
っ
て
い
た
。

来
ま
し
た
。
ご
〉
に
は
開
設
以
来
、
毎
回
一
る
つ
も
り
で
居
り
ま
す
c

一
そ
の
人
の
前
に
は
年
の
老
い
た
婆
さ
ん
や

の
研
修
生
一
聞
が
記
念
植
樹
す
る
な
ら
わ
一

最
後
に
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
の
発
展
と
会

一
子
供
を
背
負
っ
た
母
親
が
立
っ
て
い
た
。

し
に
な
っ
て
居
り
そ
の
記
念
植
樹

m中
に

一
員
み
な
さ
ま
の
健
療
を
祈
念
致
し
ま
す
。

一
O
月

O
日

「
あ
す
な
ろ
」
と
説
明
が
あ
り
、
な
つ
か
一

一

今
日
は
私
の
銅
婚
式
に
あ
た
る
。
子
供

H
H
H
H
l
H
H
H
H
H
H
U
H
-
H
H
H
H
H
H
HH
H
一
に
進
め
ら
れ
て
楽
し
み
に
し
て
デ
ー
ト
す

『

退

コ

出

な

古

し

一
る
。
歌
う
喫
茶
と
か
、
賑
か
な
所
に
色
々

A
n
E
μ
午

J
J

ユ

コ

口

』

一

(
マ
ン
日
刀
を
想
像
し
て
続
ん
で
下
さ
い
)

一行
っ
た
が
、
し
か
し
私
達
の
年
を
取
っ
た

佐

々

木

雄

二

一
の
が
御
互
に
感
じ
さ
せ
ら
れ

一
種
の
淋
し

O
月

O
日

一
が
な
っ
た
。
セ
カ
ン
ド
で
は
緊
張
し
き
っ

一
さ
を
味
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
味
け
無
い
ま

新
車
グ
し
か
も
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
だ
。
庖
一
た
顔
、
汗
を
拭
く
人
、
水
を
含
ま
せ
る
人

一
ま
ロ
イ
ヤ
ル
会
舘
に
行
っ
た
所
、
う
し
ろ

の
前
に
ピ
タ
リ
と
湘
女
の
如
く
静
か
に
止一

テ
レ
ビ
は
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
選
手
を

一
で
、
「
オ
l
い
い
ぞ
/
¥
ピ
ュ

l
」
と
口

っ
た
。
重
役
ら
し
き
立
派
な
紳
士
が
降
り

一
写
す
。
パ
ン
ツ
の
ヒ
モ
を
ゆ
る
め
て
い
る

一笛
が
な
っ
た
。
了
度
漁
師
が
橋
を
渡
り
な

で
来
た
。
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
何
を

一
人
が
突
然
「
あ
っ
」
と
叫
ん
だ
。
そ
し
て

一が
ら
我
々
を
ひ
や
か
し
半
分
に
呼
ん
で
い

差
上
げ
ま
し
ょ
う
か
」
い
つ
も
よ
り
丁
寧
一
急
い
で
リ
ン
グ
を
お
り
て
い
っ
た
。
何
か

一
る
の
で
は
な
い
か
。
若
い
カ
ッ
プ
ル
と
で

に
挨
拶
を
す
る

『金
網
で
出
来
て
い
る
ネ

一
グ
何
に
か
グ
テ
レ
ビ
は
そ
の
人
を
追
う
追

一も
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
何
と
も
言
え
な

ズ
ミ
取
り
を
下
さ
い
』

「::・
j
i
-
-
:
」

一
ぅ
。
何
か
手
に
持
っ
て
帰
っ
て
来
た
。
そ

一
い
満
足
感
に
し
た
っ
た
。
最
後
に
行
き
つ

O
月

O
日

一
れ
は
、
そ
れ
は

H

毛
生
え
薬
日
だ
っ
た
。

一
け
の
寿
し
屋
に
寄
っ
た
。
「
い
ら
っ
し
ゃ

有
人
の
人
工
衛
星
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
発
射
一

O
月
O
日

一
い
ゲ
」
八
巻
を
し
め
た
主
人
が
威
勢
の
良

さ
れ
た
。
加
速
度
を
増
し
宇
宙
圏
に
入
り

一

息

子

(
四
十
二
才
)
が
新
聞
を
読
ん
で

一
い
声
。
「
お
揃
い
で
な
ん
だ
ね
」

『銅
婚

ロ
ケ
ッ
ト
は
順
調
に
廻
っ
て
い
る

M

地
球

一
い
で
、
母
親
(
七
十
二
才
)
に
話
し
掛
け

一式
で
ね
』
注
文
の
品
を
に
ぎ
り
な
が
ら
、

は
青
か
っ
た
H

操
縦
士
は
大
い
に
満
足
し

一
る
「
母
さ
ん
飛
行
機
で
阿
寒
一
周
す
ば
ら

一
ぽ
つ
ぽ
つ
と
「
そ
れ
は
い
い
ね
。
羨
し
い

て
い
た
。
ぞ
れ
も
束
の
間
、
操
縦
士
は
む

一
し
い
様
だ
。
一
度
乗
っ
て
見
た
ら
」

『
い

一
で
す
よ
。
十
五
年
か
・:。

俺
達
は
ね
。
五

ず
か
し
い
顔
に
な
っ
た
。

H

す
は
故
障
か

一
い
ね
。
是
非
乗
り
た
い
ね
』
母
親
の
方
は

一年
毎
に
生
き
別
れ
で
さ
、
入
隊
だ
。
召
集

グ
軌
道
を
は
ず
れ
宇
宙
の
迷
子
に
な
っ
た

一
最
早
乗
っ
て
い
る
つ
も
り
で
目
を
細
め
色

一
だ
。
二
回
日
の
召
集
の
時
な
ど
、
う
ち
の

の
か
グ
実
は
宇
宙
服
の
中
に

一
匹
の
の
み
一
々
と
阿
寒
の
周
辺
の
事
を
話
を
し
て
い
た

一
お
っ
か
あ
は
病
気
で
ね
。
看
病
も
出
来
ず

が
入
っ
て
居
り
彼
の
背
中
を
盛
に
く
っ
て

一
そ
ば
で
聞
い
て
い
た
孫
(
十
五
才
)
「
お

一
そ
の
ま
ま
そ
れ
き
り
死
に
別
れ
で
さ
:
・
」

い
た
の
だ
っ
た
。

一
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
俺
も
一
緒
に
乗
る
よ
」

一
私
達
は
今
迄
忘
れ
て
い
た
何
に
か
と
て
も

O
月

O
日

一
息
子
急
い
で
、
一
段
と
大
き
な
声
で
「
冗

一
大
切
な
も
の
に
ぶ
つ
か
っ
た
様
な

一
番
良

世
界

O
O級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
タ
イ
ト

一
談
で
な
い
。
乗
っ
て
は
だ
め
だ
よ
。
若
し

一
い
贈
り
物
を
丁
裁
し
た
様
な
気
が
し
で
、

ル
マ
ッ
チ
だ
。

一
回
目
の
休
憩
の
ゴ
ン
グ

一
落
ち
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
ゲ
」
一
そ
の
気
持
を
大
事
に
し
て
帰
路
に
つ
い
た

. . . 
」


